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メディアが製版（木版）から活版（活字）へと大きく変貌を遂げた幕末明治期における小説史を明治維新で劃期せずに
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この課題に取り組む。

研究成果の概要（英文）：This study will focus on the characteristics of Japanese literature popular fictio
n that is accompanied by illustrations. The end of the 19th century, the printing method change to typogra
phy from woodblock printing. I want to build a Japanese literary history that is not separated by the Meij
i Restoration. However, the research material and the time of research is not   enough, so I decided to tr
y to rebuild the research system.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
従来の文学史研究において、近世（江戸以

前）と近代（明治以降）とは明治維新という
政治変革に拠って劃期されて論じられてき
た。この思考法は一般に受け入れられて久し
く、高校国語でも古文と現代文とを劃期する
のに適用されている。しかし、改めて考え直
してみると、政治体制の変革が人々の読書生
活を直ちに一変してしまうことなどあり得
ないはずである。 
近世と近代とを通貫する絵入本としては

〈読本〉や〈草双紙〉と呼ばれるジャンルが
在るが、これらの明治期に於ける出版流布状
況に関する精確な調査は未だ行われたこと
がない。とりわけ文学史用語が混乱している
明治期の草双紙に関しては、実態に則した再
定義と分類整理が不可欠である。 
明治初期の戯作に関しては、先ずは在野の

好事家達によって取り上げられた。三田村鳶
魚「明治年代合巻の外観」（「早稲田文学」明
治文学号、1925 年 3 月）や野崎左文『私の
見た明治文壇』（春陽堂、1927 年）などであ
る。一方、学問的に対象化されるのは文学史
書が出されるようになってからで、本間久雄
の日本文學全史 10『明治文學史』上（東京堂、
1935 年）などでは、明治文学史の出発点と
して〈開化期の小説〉が位置付けられた。柳
田泉の『隨筆明治文學』『続隨筆明治文學』（春
秋社、1938 年）などにも多くの情報が記さ
れている。 
さて、十九世紀末を〈幕末維新期〉と規定

して、先駆的な戯作小説の研究を進捗させた
のは興津要であった。早くに、明治文学全集
『明治開化期文學集』1、2（筑摩書房、1966 
年）で丁寧な解題を付した活字翻刻を公刊し、
その後『明治開化期文学の研究』（桜楓社、
1968 年）、『転換期の文学―江戸から明治へ』
（早稲田大学出版部、1977 年）などに研究
成果をまとめ、さらに角川選書 76『新聞雑誌
発生事情』（角川書店、1983 年）、有隣新書
46『仮名垣魯文―文明開化の戯作者』(有隣堂、
1993 年) など多くの一般向きの啓蒙書を出
している。十九世紀末を〈幕末維新期〉と括
って、文学史上埋もれていた戯作者達の伝記
研究を中心として精査し、何よりその成果を
一般向きに紹介した功績は大きい。ただし残
念ながら、この時期の戯作者達の低俗性を強
調するに性急であった感は否めない。 
また〈十九世紀〉と謂う括り方はしていな

いが、出版メディアや文体や享受史などの視
点から、近世近代に架橋して新たな文学史の
構築を志した前田愛『幕末・維新期の文学』
（法政大学出版局、1972 年）や『近代読者
の成立』（有精堂、1973 年）なども先駆的な
仕事として貴重である。 
その後、久しく取り上げるべき仕事が途絶

えていたが、近年、明治期の草双紙に関して
は佐々木亨によって着実に研究が積み重ね
られて来ている。佐々木亨「明治の合巻―所
謂明治式合巻と東京式合巻なる名称をめぐ

って―」（徳島文理大学文学論叢 12、1995 
年）や「『鹿児島実記一夕話』と『鳥追阿松
海上新話』―大倉孫兵衛の戦略―」（国文学
研究 127、1999 年 3 月）、「『鳥追阿松海上新
話』の読者の成立―新聞の宣伝効果―」（国
文学研究 130、2000 年 3 月）、「『高橋阿伝夜
刃譚』初編に於ける諸問題―書誌とジャンル
を中心に―」（国文学研究 148、2006 年 3 月）、
「活版草双紙の誕生―大阪版より藍泉の独
自性に及ぶ―」（国文学研究資料館紀要〈文
学研究篇〉32、2006 年）、「『岡山紀聞筆の命
毛』論」（江戸文学 35、2006 年）など、興津
要に師事して得た学問を批判的に継承した
一連の優れた仕事がある。 
さて、特筆すべきは国文学研究資料館のプ

ロジェクト研究として取り上げられた仮名
垣魯文研究の劃期的な進捗である。この研究
課題は、2004-2007 年度の基盤研究(B)「原
典資料の調査を基礎とした仮名垣魯文の著
述活動に関する総合的研究」（代表国文学研
究資料館教授谷川恵一）としても採択され、
近世と近代に跨って活躍した仮名垣魯文の
生涯にわたる活動の通史的調査研究に拠っ
て、その全貌が初めて明らかにされつつある。
この研究は、近世文学研究者と近代文学研究
者との共同研究に拠って初めて可能になっ
た。申請者もこのプロジェクトに加わり、多
くの刺激と情報を得ることが出来た。拙稿
「鈍亭時代の魯文―切附本をめぐって―」
（社会文化科学研究 11、千葉大学大学院社会
文化科学研究科、2005 年）や「魯文の売文
業」（国文学研究資料館紀要 34、2008 年）、
「魯文の艶本」（国文学研究資料館紀要 35、
2009 年）などは、その成果の一端である。 
 
２．研究の目的 
従来から近代における近世文学〈受容〉に

ついて関心があり、早くに拙稿「江戸読本享
受史の一断面―明治大正期の翻刻本につい
て―」（拙著『江戸読本の研究―十九世紀小
説様式攷』所収、ぺりかん社、1995 年、初
出は 1991 年）や、「近世後期小説受容史試
論―明治期の序文集妙文集をめぐって―」
（『明治の出版文化』所収、臨川書店、2002 
年）など、また草双紙史についても「草双紙
の十九世紀―メディアとしての様式―」(『江
戸読本の研究』所収、初出は 1993 年) や、
「草双紙を研究すること」（拙編「江戸文学」
35、ぺりかん社、2006 年 11 月）などを発
表してきた。 
これらの持続的な問題意識から、近世と近

代を劃期せずに十九世紀として繋ぐ文学史
の記述の必要性の自覚へと向かうのは自然
の成り行きであった。とりわけ、絵入りの大
衆小説ジャンルとして息長く続いた草双紙
は、明治 20 年代に入るまで出し続けられて
いるにもかかわらず、その終焉期については
充分な研究が備わっていない。 
早くに石川嚴『明治初期戯作年表』（從吾

所好社、1927 年）や、山口武美『明治前期



戯作本書目』（日本書誌学大系、青裳堂、1980 
年）などの書目年表が編まれており、これら
に拠って全体的な見取り図が把握できる。し
かし現存資料を網羅したものではなく、かつ
ジャンル分けや呼称については多くの問題
を孕んでおり、各標目については再吟味が不
可欠である。また、両書の最大の問題点は〈所
蔵先が記されていない〉ことである。恐らく
個人蔵書の調査に拠ったために刊行時点で
は所蔵先を明示できなかったのかもしれな
いが、書目年表類が所蔵先を明記しないとい
う悪しき伝統は、山崎麓『日本小説年表及総
目録』（1929 年）でも同様であった。さすが
に『国書総目録』（岩波書店、1963 年）はユ
ニオンカタログである故に所蔵機関名が記
されている。慶応年間迄しか扱わなかった点
が惜しまれる。 
基礎的書誌資料が欠陥を孕んでいるのは、

幕末期の切附本や明治期の草双紙は〈文学的
価値の低いもの〉として価値も認められず、
図書館や大学などでの蒐集に関しても等閑
に付されてきたという経緯があった。いずれ
にしても、幕末明治期の絵入本資料に関して
は、その所在情報が決定的に得にくい。ただ、
『国立国会図書館所蔵明治期刊行図書目録』
〈第四巻語学・文学の部〉（1973 年）は請求
番号をも記してあり重宝であった。明治期の
本は以前から貴重書扱いで閲覧しにくかっ
たが、近年「近代デジタルライブラリー」と
して画像データがインターネット上に公開
されて大変に便利になった。ところが、マイ
クロフィッシュからの電子化であり、色や大
きさが不明であるほか、解像度が低すぎで判
読できない部分が多い点が残念である。一方、
雑誌や新聞に関しては東京大学法学部「明治
新聞雑誌文庫」の『所蔵目録』（1977 年）が
完備され、同文庫に所蔵する図書資料も利用
しやすくなった。 
このような研究状況の中で、機関別ではな

く所蔵先を明記した後から検証可能な書目
年表の整備が求められているのである。 
そこで本研究課題の目的を、幕末明治で劃

期しない通史的な絵入本の目録を作成する
ことにした。この目録が完成できれば、その
まま文学史の書き換えに直結するといって
も過言ではないだろう。 
 
３．研究の方法 
まず、嘗て公表した幕末期の〈切附本〉に

関する書目の整備をする。その上で、『明治
前期戯作本書目』等の書目に拠りながら明治
期の〈草双紙〉の書誌調査に着手する。 
より効果的に調査を進めるために、現存本

の書誌学的な吟味に拠る、版式の分類を試み
る。その際、製版本に関しては〈合巻〉と〈明
治期草双紙〉とに分け、活版本は全丁に絵が
入っていないことから〈草双紙〉とは分類せ
ずに広義の〈戯作〉として扱う。そして、今
回は主として、木板本を中心に調査研究を進
め、資料の所蔵先を博捜して明記することに

拠って、以後の研究において検証可能な基礎
資料としての書目を作成したい。 
近世期に草双紙と同じ体裁で出された〈切

附本〉は、鈍亭魯文『將門一代記』（安政 2 年）
のように全丁絵入りのものも含んでおり、そ
の形態から明治期の草双紙の板面を先取り
したものと位置付けられる（拙稿「末期の中
本型読本―いわゆる＜切附本＞について―」、
『江戸読本の研究』第二章第五節所収）。す
なわち、この〈切附本〉は明治期の草双紙研
究の前提とすべき情報となるもので、最新情
報を書目年表として整備しておく必要があ
る。嘗て発表した拙稿「切附本書目年表稿」
（『江戸読本の研究』第二章第六節所収）は
1995 年時点のもので、その後の継続的な資
料蒐集と調査とに拠り、追補修正すべき少な
からざる書誌情報を発見しているので、まず
この書目の整備から取り掛かりたい。 
次に明治期に入ってから出された近世期

〈合巻〉の後印本についての調査が必要であ
る。基本的には同一板木が用いられた後印本
ではあるが、多くの場合、別の板元に板木が
売られている。そのために、初板時に付され
ていた合巻の錦絵風摺付表紙が黄色無地表
紙に文字題簽を施したものに変えられてお
り、時には改題されている場合もある。これ
らの近世期〈合巻〉の後印本が、明治何年頃
まで何処の板元に拠って摺り出されていた
か、という問題は受容史として重要である。
この調査は「合巻年表」が完備されていない
現状では甚だ難しいのであるが、取り敢えず
は、明治期まで刊行され続けた長編合巻に付
された奥目録（巻末に付された蔵板書目や広
告）を、同板の後印本を探し出す手掛かりと
する予定である。 
また、明治初期に刊行され流布している

〈絵入本〉の種類についての分析と分類とが
不可欠である。従来の研究が存するものとし
て、渥美清太郎「歌舞伎小説解題」（「早稲田 
文学」261、1927 年 10 月）が挙げられる。
これらは〈正本写〉と呼ばれている歌舞伎筋
書風の内容を以て、役者似顔絵で挿絵が描か
れることの多い合巻体裁の絵入本である。こ
の〈正本写〉も近世近代を通じて出されてい
るものであり、やはり書目化をしておく必要
がある分野であるだろう。これに加えて、所
謂〈銅版絵本〉に関しても目を配る必要があ
る。十九世紀末の整版本から活版へというメ
ディアの変遷史には、その中間項として銅版
を位置付ける必要があるからである。さらに、
上方に多いと思われる〈合羽摺絵本〉につい
ては纏まった研究はなく、これらの調査蒐集
に努めなければならない。 
この外にも、〈百人一首もの〉〈英雄絵本〉

〈戊辰戦争もの〉などと呼ばれる出版物も少
なくない。これらの様々な〈絵入本〉の調査
と蒐集とを通じて、明治初期における〈絵入
本〉全体の見取図作成するための分析をする
必要があろう。 
明治 10 年代に、特定の板元から出された



〈合巻〉とは異質な〈明治期草双紙〉がある。
この〈明治期草双紙〉とは、岡本起泉『其名
も高橋毒婦の小傳東京奇聞』（全五編、明治
十一年六月、綱島亀吉板）など、一編が 9 丁
3 巻（冊）から成るという形式を持ち、美麗
な口絵を備えたもので、主として明治 10 年
代に刊行されたものである。内容的には新聞
の〈続きもの〉を題材とするという特徴を持
っている。これらの原本の巻末に付された奥
目録に基づいての所蔵調査と書誌調査を主
として行い、可能であれば複写して内容的な
吟味を加えて初出の新聞記事との比較検討
を試みたい。特に、従来注目されることのな
かった「芳川俊雄閲・岡本起泉著、綱島亀吉
板」という一連の〈明治期草双紙〉について
調査研究する。この構想に至った過程につい
ては、「文学」（岩波書店、2009 年 12 月）の
拙稿に詳しく記した。 
一方、明治期に入ってから新刻された万亭

應賀『明良双葉艸』（全八編、明治 16～21 年）
の如き木板の〈合巻〉が、どの程度の標目数
在ったかについては、その全体像を解明する
必要がある。形態的にも 10 丁 1 冊で摺付表
紙を備え、漢字仮名交りの文章を持ったもの
で、全丁絵入りであるという〈合巻〉の特徴
を保存している。板元なども一定程度限られ
ていたものと思われる。しかも内容的には実
録などの抄録が多いと思われるが、その全体
像は明らかになっていない。これらは近世期
の草双紙と特に区別する必要はないが、もし
明治期のものを特定する必要がある場合に
は、文字通り〈明治期合巻〉と呼べば良いと
思われる。ただ、国会図書館に所蔵されてい
るものは〔絵本〕と表題されていることが多
い点には注意を要する。 
これらの〈明治期合巻〉は、早稲田大学図

書館蔵柳田文庫と国会図書館以外で纏まっ
て保存されていることが少ない。時に地方都
市の市立中央図書館などで郷土資料として
寄贈されたものが保存されていることがあ
る。これらの所在調査には多くの時間と労力
とを費やす必要があるだろう。 
 
４．研究成果 
近年蒐集してきた読本や切附本を主とする
絵入本の画像データと書誌データとをデー
タベース化した。 
 明治期草双紙に関しては既に蒐集してあ
る画像データに基づくデータベース化を進
めた。折から佐藤悟氏に拠る労作『正本写合
巻年表（正本写合巻集・別冊）』（国立劇場調
査養成部）が出た。歌舞伎の草双紙化に関す
る文学史についての劃期的な成果であり本
研究計画でも大いに参考にした。 
 ギメ東洋美術館の図書室に後期読本の挿
絵だけを集めて綴じ直した本が大量に所蔵
されていることが分かり、急遽パリに出向い
て全部を調査させて頂いた。細かい分析を待
たなければ精確なことはいえないが、明治二
十年代、貸本屋が活版本の出版に押されて廃

業しつつあった時期、欧州でのジャポニズム
隆盛を見た古本業者が斯様に改竄改装した
〈商品〉を欧州にもたらしたものと推測しう
る。これからデータを分析して〈絵入小説〉
の末路としての位置付けについて考察を深
めたい。 
 管見に入った範囲ではあるが、二代目岳亭
梁左の著編述書目の調査結果を発表した。そ
の後、全南大学校文化社会科学大学の康志賢
氏の手によって全体像が明らかにされつつ
ある。これも明治期合巻などを含むもので近
世と近代とを架橋する研究である。 
明治期草双紙に関する内容的な研究にも

着手したが、掲載されている新聞の名前や年
月日が不明なものが多く、実際に通覧して確
認するしかない。その上、初出の掲載紙であ
ると思しき「さきがけ新聞」などを揃って所
蔵している機関がなく、調査が難航している。 
斯様に明治期資料の所在情報を得ること

が予想以上に難しい。近世以前のように『古
典籍総合目録』のごときユニオンカタログが
存在しないからである。CiNii や webcat をは
じめ、実際に各大学図書館の OPARC で検索
して始めて分かる場合も多く手間暇が掛か
る。 
だからこそ本研究テーマの「絵入本データ

ベース」が必要なのである。なお一層、情報
の蒐集と調査に精を出したい。 
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